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千住真理子 ヴァイオリン・リサイタル2018
10月14日（日）

大ホール 14:00開演　 
【全席指定】 チケット発売中

Hamburg
　突然ですが、皆さまに質問です。「ハンバーグ」はどの国で誕生した食べ物でしょうか？

　アメリカ？ 違います。イギリス？ 違いますね。フランス？ 近いけど違います。

　─正解はドイツです！ ちょっと意外でしたか？

　「ハンバーグ」は、18世紀頃にドイツの「ハンブルク」という都市で生まれた肉料理です。英語で「ハ
ンバーグ Hamburg」は「ハンブルク」、「ハンバーガー Hamburger」は「ハンブルク風の」をそれぞ
れ意味します。ですから、カール・フィリップ・エマニュエル・バッハ (1714-88) の有名な「ハンバーガー・
ソナタ」は、食べる方の「ハンバーガー」ではなく「ハンブルク風ソナタ」と訳すのです。

　さて、エマニュエル・バッハが作曲した、フルートと通奏低音のための「ハンブルク風ソナタ」。これ
は、彼がハンブルク市の音楽監督を務めていた時代の作品にあたります。その自由で華やかな旋律
を聴いていると、当時の音楽に満ちた街の風景が目に浮かんでくるようです。ちなみに、エマニュエ
ル・バッハの前任者は当時絶大な人気を誇ったゲオルク・フィリップ・テレマン (1681-1767) で、46年も
の間ハンブルク市の音楽界を牽引し続けた存在でもありました。テレマンがハンブルクで作曲した最
晩年の劇的カンタータ《イーノ》は、感動を越えて神 し々さすら感じさせます。

　その後、彼らがハンブルクで作り上げた音楽土壌はさらに豊かなものになっていきます。ロマン派
時代に活躍したフェリックス・メンデルスゾーン (1809-47) やヨハネス・ブラームス (1833-97) は、ハンブ
ルクが生んだ偉大な音楽家です。また、グスタフ･マーラー (1860-1911) がハンブルク市立歌劇場の
指揮者に就任したことで、ハンブルクはより一層音楽的な都市に成長しました。このようにハンブルク
は、昔からクラシック音楽と切っても切り離せない関係にあったのです。

　そんな音楽の都が2017年1月、いつもにも増して世界中のクラシック音楽ファンからの熱い視線を
浴びることになりました。新コンサートホールの「エルプフィルハーモニー」がオープンしたからです。場
所は、エルベ川に直接面した旧倉庫群の一角。一度目にすると忘れることの出来ない個性的な外観
を持つこのホール、建築設計はスイスのヘルツォーグ・アンド・デ・ムーロンが、音響設計は京都コンサー
トホールと同じく永田音響設計がそれぞれ担当しました。特に、貝殻をイメージした美しい内装と素
晴らしい音響を持つ大ホールは、オープン以来世界中の音楽ファンを魅了し続けています。

　エルプフィルハーモニーのこけら落としが行われ
たのは2017年1月11日・12日。2002年にホール建設プ
ロジェクトが始まってから丸14年かけて完成された
だけあって、オープン初日はその日を待ちわびた人
たちとマスコミで溢れかえりました。プログラムは、ブ
リテンの《オウィディウスによる6つの変容》の〈パン〉
から始まり、デュティユー《瞬間の神秘》から抜粋、ワー
グナー《パルジファル》から〈前奏曲〉などが演奏さ
れ、最後はベートーヴェンの《交響曲第9番ニ短調》
作品125「合唱つき」から第4楽章で締めくくるとい

う、大変ユニークなもの。演奏は、首席指揮者のトーマス・ヘンゲルブロックとNDRエルプフィルハー
モニー管弦楽団が演奏を行いました。

　ところで、今回のオープニング公演で大役を担ったNDRエルプフィルハーモニー管弦楽団です
が、70年の歴史を誇る名門オーケストラの一つとして知られています。これまで長らく「ハンブルク北ド
イツ放送交響楽団」として活動してきましたが、2017年に活動拠点をエルプフィルハーモニーへ移行
したことから、名称を「NDRエルプフィルハーモニー管弦楽団」に変更し、今日に至るまで精力的な
活動を展開しています。

　新たな一歩を踏み出したNDRエルプフィルハー
モニー管弦楽団。今秋、この名門オーケストラを
京都コンサートホールでお聴きいただけるチャン
スが巡ってきました。15年ぶりとなる今回の京都
公演、指揮には2019年度シーズンよりNDRエル
プフィルハーモニー管弦楽団の首席指揮者に
就任する鬼才アラン・ギルバート、ピアノ独奏には
ドイツ音楽をこよなく愛するピアニストのエレーヌ・グ
リモーを迎え、オール・ジャーマン・プログラムを披
露します。もちろん、ハンブルク出身の作曲家、
ブラームスの名曲もプログラミングされています。

　現在、クラシック音楽界の最先端をいくハンブルク。ぜひ、その勢いを「NDRエルプフィルハーモニー
管弦楽団」公演でご堪能ください。（京都コンサートホール 高野裕子）

音楽の都 ハンブルク
Vol. 1 

京都コンサートホール  マンスリー･エッセイ
大ホール

14:30開演　
O R C H E S T R A  D I S C O V E R Y

京都市交響楽団 オーケストラ・ディスカバリー2018 ～こどものためのオーケストラ入門～
2018年度テーマは

「Bravo！オーケストラ」
2018年度の「オーケストラ・ディスカバリー」は、「Bravo！オーケストラ」がテーマ。常任指揮者兼ミュージック・アドヴァイザー
広上淳一をはじめとする4人のすてきな指揮者と多彩な共演者をお迎えして、オーケストラの面白さをクラシック音楽の名曲
とナビゲーターのわかりやすいお話でお届けしますので、どうぞ親子そろってお楽しみください！

指定席1回券〈1階、2階L・R席〉
おとな（19歳以上）2,500円　こども（5歳以上18歳以下）1,500円

自由席1回券〈3階すべて、およびポディウム席（舞台後方席）〉
おとな（19歳以上）2,000円　こども（5歳以上18歳以下）1,000円

※年齢はすべて2018年4月2日時点 ※曲目、出演者等、変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。 ※演出の都合上、各公演によって販売しない席がございます。

5歳から入場OK！

福間洸太朗 ピアノ・リサイタル 
～絵画に魅せられて～

協賛: ローム株式会社　後援: 京都市教育委員会

6月1日（金）

全公演

チケット発売のご案内
2018年度シリーズの開演時間は、4公演とも14:30です！

4回シリーズ通し券は完売いたしました。

1回券は4月23日（月）～各公演日まで発売！

第1回

第3回

第2回

第4回

「華麗なるバレエの世界」

「ファンタジック！ オーケストラ」

「オーケストラ・スペクタクル」

「魅惑のオペラ」

7月1日（日）

12月23日（日・祝）

9月9日（日）

3月24日（日）
2019年 

華やかなバレエの名シーンをバレエとオーケストラで！！
コンサートホールがすてきなバレエの舞台へと大変身。

世界のクリスマスをいっしょに楽しもう！ オーケストラの生演奏で
イギリスの名作アニメーションを観るスペシャルなコンサート。

これぞオーケストラ！！ 大迫力のサウンドを名曲とともに楽しもう。
オーケストラの魅力を大解剖。

オーケストラ、歌手、合唱、バンダが大活躍するオペラの世界。
スケールが大きくドラマティックなオペラの魅力を大発見！

［指揮］高関 健（常任首席客演指揮者）
［共演］桧垣バレエ団
［ナビゲーター］ガレッジセール
チャイコフスキー: バレエ「くるみ割り人形」＆「白鳥の湖」から
プロコフィエフ: バレエ「シンデレラ」ハイライト
開演前ロビーイベント: 13:30～14:20

「ミステリークイズ」＆「バレエ衣裳展示」
（協力: 桧垣バレエ団）

［指揮］園田隆一郎
［共演］京都市少年合唱団
［ナビゲーター］ガレッジセール
チャイコフスキー: 組曲「くるみ割り人形」から「花のワルツ」
フンパーディンク: 歌劇「ヘンゼルとグレーテル」序曲
ロジャース: 「サウンド・オブ・ミュージック」から
ハワード・ブレイク: 「スノーマン」

（オーケストラ・ライブ演奏によるアニメーション・フィルムの上映） ほか
開演前ロビーイベント: 13:45～14:15

「Meet the musicians ! 京響メンバーにきいてみよう！」

［指揮］広上淳一（常任指揮者兼ミュージック・アドヴァイザー）
［独奏］トーマス・エンコ（ピアノ）
［ナビゲーター］ロザン
ワーグナー: 「ローエングリン」第3幕への前奏曲
J.S.バッハ: G線上のアリア
グリーグ: 「ペール・ギュント」組曲から
ストラヴィンスキー: バレエ組曲「火の鳥」から
ガーシュウィン: ラプソディ・イン・ブルー
チャイコフスキー: 交響曲第4番 第4楽章
開演前ロビーイベント: 13:30～14:15

「チャレンジ！オーケストラ楽器」（要整理券／当日13：30から配布）

［指揮］下野竜也（常任首席客演指揮者）
［共演］小濱妙美（ソプラノ）  日紫喜惠美（ソプラノ） 上野洋子（ソプラノ）  

北村敏則（テノール） 久保和範（バリトン）  京響コーラス
京都市立芸術大学音楽学部学生

［ナビゲーター］ガレッジセール
ワーグナー: 歌劇「タンホイザー」から「夕星の歌」
ワーグナー: 楽劇「トリスタンとイゾルデ」から「愛の死」
ドニゼッティ: 歌劇「愛の妙薬」から「人知れぬ涙」
ドヴォルザーク: 歌劇「ルサルカ」から「月に寄せる歌」
バーンスタイン: 「キャンディード」から「着飾ってきらびやかに」
ヴェルディ: 歌劇「アイーダ」から凱旋行進曲 ほか
開演前ロビーイベント: 13:30～14:20

「ミステリークイズ」＆「ロビーコンサート」

高関健
©伊藤菜々子

園田隆一郎 
©Fabio Parenzan

©Snowman 
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広上淳一 ©伊藤菜々子

トーマス・エンコ 
©Maxime de Bollivier

桧垣バレエ団 ©豆塚猛

下野竜也 
©伊藤菜々子

アンサンブルホールムラタ 18:30開演　 
【全席指定】　 チケット発売中

一般 4,000 円　学生 2,000円　シニア（65歳以上）3,500円

主催: ジョイフル・アーツ

会員先行   5/25（金） 一般発売  5/27（日）

完売必至！ 空前絶後のピアノコンサート！
感動！興奮！熱狂！～超人気のステージがやってくる！

ルイサダを聴かずにショパン、ドビュッシーは語れない！ ルイサダ5年ぶりの京都公演

ブラームスの傑作ソナタから愛すべき小品まで、京都の秋を音楽で彩る、珠玉の名曲集。

名門チェコ･フィルのメンバーによるカルテット
ベートーヴェン、ドヴォルザークの名曲を

みらかグループ presents
ファジル・サイ 辻井伸行 レ・フレール THE PIANIST！

チェコ・フィルハーモニー弦楽四重奏団 サラ・チャン ヴァイオリン・リサイタル 
～早熟の天才、充実の時を迎える～

9月4日（火）

9月22日（土） 10月28日（日）

大ホール 19:00開演　 
【全席指定】　

アンサンブルホールムラタ 14:00開演　 
【全席指定】

大ホール 14:00開演　 
【全席指定】　 チケット発売中

S 9,800円　A 7,800円　B 5,800円

主催: ABCテレビ

一般 4,500円　ペア 8,000円

主催: 京都ミューズ

S 6,500円  A 5,500円　B 4,500円

主催: テンポプリモ

チケット発売 6/19（火）

ジャン＝マルク・ルイサダ ピアノ・リサイタル
9月25日（火）

大ホール 19:00開演　 
【全席指定】 チケット発売中

S 5,000円　A 4,000円　B 3,000円　C（ポディウム席）2,500円

主催: プランツ・コーポレーション

4,000円

主催: otonowa
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©NDR Michael Zapf




